Express 5800 

Windows のマイグレーシヨン実施時の手順について 

(Windows) 


標準 SCSI 接続のハードディスクドライブを起動ディスクとして使用していたシステ厶を HostRAID の RAID 1 に移 
行する場合、の^下の手順でハードディスクドライブのマイグレーションをします。ディスプレイ装置やキーボード、 
CD - ROM ドライブ (フロッピー ディスクドライブ)が必要になりますので、標準で実装されていない場合は、準備を 
お願いします。 

こでは 、 Windows Server 2003での手順を中ム、に記載します 。 Windows 2000での手順や操作結果の差分に 
ついては「ヒント」で説明しています。また、 Linux オペレーティングシステ厶がインストール済みのモデルの場合 
は、別冊の説明書を参照して〈ださい。 

重要 

. マイグレーションには、 r EXPRESSBUILDERJCD-ROM が必要でず。準備して〈ださい。 

-ダイナミックディスクにアップグレードしているハードディスクドライブはマイグレーションをすることはできませ 
ん。また、マイグレーション実施後も、ダイナミックディスクの動作は保障できません。 

. マイグレーション することができる RAID レベルは、 RAID1 のみです。単休ディスクとしての使用は動作を保 
障できません。また、 RAID0 への移巧はできません。 

-何らかの予期せめ障害や手順の誤りによりマイグレーションが失敗した場合、システムの復旧が巧えませ 
ん。マイグレーションを行う前に必ずバックアップをとって〈ださい。 

. マイ グレーション 作業開始時は、 RAID1 を構築するためのハードディスクドライブ(コピー先)を取り付けてい 
ない状態で実施して〈ださい。ハードディスクドライブ(コピー先)は、手順16•で取り付けて〈ださい。 

マイグレーションには、 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM が必要です。準備して〈ださい。 

1 . 「スタート」メニューから「すベてのプログラ厶」一「管理ツール」一「コンピュータの管理」を起動する。 




















[デバイスマネージャ]を選択し [ SCSI と RAID コントローラ]のツリーを表示する。 

現在使用している SCSI ドライバ名を確認します。 

ヒント 

確認した SCSI ドライバ名は、後述の手順12.で必要になりますので必ずメモを取って〈ださい。 

下の手順では、現在使用しているドライバが 「Adaptec A に-7901 - Ultra 320 SCSI 」 である場合を想定しています。 
手順中の 「Adaptec A に-7901 - Ultra 320 SCSI 」 の表記は、使用している機種に適合した Driver に読み替えて〈ださい。 



「コンピユータの管理」のウィンドウを閉じます。 

[コントロール パネル]一 [ハードウ エアの追加]を起動する。 [ハードウ エアの追加ウィ ザード] が表示されます。 
RAID 1 を構築するためのハードディスクドライブ (コ ピー先)を取り付けていない環境で実施して〈ださい。 

ヒント 

Windows 2000の場合は[ハードウエアの追加と削除]を起動します。 


[次へ]をクリックする。 


ドウ I アのを加ウィザード 


巧ましていま才。しならくわ待ちください… 



最ぶ]シピュータじ巧続されたが、まだインストールされていない A -ドウ王アを検ましています。 


<房る(段 I みへ(が> I キャン t ル I 






















[はい、ハードウ王ァを接続しています。 ] を選択し、 [次へ] をクリックする。 

ヒント 

Windows 2000の場合は[ディスクの追加/トラブルシューティング]を選択します。 



処理完了後、惭しいハードウ王アデバイスの追加]を指定し、吹へ]をクリックする。 

ヒント 


Windows 2000の場合は[ハードウエアデバイスの選択]ウィンドウの惭しいデバイスの追加]を選択して〈ださい。 


町ードウ I アの追な!ウィサード 


次の A — ドウ王アは巧に]ンピュー々上にイシストールされていま寸。 





一度にない/、-阳エアを胤)日するには、博斤しい/卜阳がデバイスの胤]山をクリックしてください。 


インストールされている A 一 阳エア(が： 

を;'凡用 USB ハブ jJ 

fi^fNEC USB Hub 
み丫 -E Data USB Floppy 

み TEAC USB CD-ROM Drive _ 


pr しい A - ドウ：!:アデ; H ス化卽日 


く戻る(目）」；たへ(が> ] _キサンむレ」 


卜覧から選択したハードウエアをインストールする]を選択し、[次へ]をクリックする0 

ヒント 

Windows 2000の場合は惭しいハードウエアの検索]ウィンドウの[いいえ、一覧からハードウエアを選択します]を選択して〈だ 
さい。 


































[ SCSI と RAID コント ローラ] を選択し、 [次へ] をクリックする。 

ヒント 


Windows 2000の場合は [ハードウ エアの種類]の [ SCSI と RAID コント ローラ] を選択して〈ださい。 


户、ードウ I アの追加ウィサード 


みの一 g からインストールする/、ー ドウ: E アの话巧を S 巧してください。 



希望す勒トドウ巧のカテゴリが見つからない場合は、[すぺてのデバイスをま示]をクリックしてください。 


沿!ハ-ドウ I アの梗領お): 


すぺてのデ"イスをま示 

A 

み 1394 バスホストコント□ーラ 


日 ilDE ATA/ATA 門]ント□ーラ 


j PCMCIA アタプタ 

— * 

[ の化、.驅のぉ際 


タイメ-ジンヴデバイス 


み サ化/ド、ピデオ、わよ U ヴームコントローラ 


j システムデバイス 

二] 


く戻るお）」ホへ(が> ] _キャンむレ」 


[ディスク使用]をクリックする。 

ヒント 


Windows 2000の場合は[デバイスドライバの選択]の[ディスクの使用にクリックして〈ださい。 


町ードウ I アの追加ウィサード 


この A — ドウエアのためにインストールオるデバイスドライバを透巧してくだな、。 



參 ス 鱗ジを如 ツルて ください。 インストルするドライバのデ 


liaiTE ： 1 


モデル 1 A 

Adaptec 

Compaq 

Mylex 


ジ Adaptec AIC -7901 - Ultra 320 SCSI 

Adaptec AIC -7902 - Ultra 320 SCSI 」 

妥 Adaptec AIC -7902 B - Ultra 320 SCSI 

^ Adaptec SCSI Card 29320 - Ultra 320 SCSI 二] 


このドライバはデジタルきをされています。 ディスクほ用(が… I 

ドうイバの男みがを巧む巧由 - 


<戻る巧）」；たへ(が> I _キャンむレ」 




























11. [製造元のファイルのコピー元]にドライバの格納フナルダを指定して [ OK ] をクリックする。 

モデルの一覧が表示されます。 

ヒント 

-ドライバは次のディスクからインストールすることができます。 

- CD - ROM ドライブに [ EXPRESSBUILDER ] CD - ROM をセットして EXPRESSBUILDER からインストールする。 

- EXPRESSBUILDER で作成した OEM - FD (サポートディスク)をフロッピーディスクドライブにセットしてサポートディスク 
からインストールする。 

■ 格納先については、サポートディスクを使用する場合はサポートディスクをセットしたフロッピーディスクドライブを、 
「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を使用ずる場合は!^下のディレクトリを指定して〈ださい。 

- Windows Server 2003の場合： D :¥ WINNT ¥ OEMFD ¥ DOTNET ¥ FD 1 

- Windows 2000の場合： D :¥ WINNT ¥ OEMFD ¥ W 2 K ¥ FD 1 

X " D :" は CD - ROM ドライブを指定して〈ださい。 



12. 使用している機種に適合した HostRAID ドライバを選択し、[次へ]をクリックする。 

ヒント 

-選択するドライバは機種ごとに違います。 


手順2.で確認した SCSI ドライバ名を元にレ:>1下を参照し選択して〈ださい。 


SCSI ドライバ'名 

HostRAID ドライバ'名 

Adaptec A に- 7901 -Ultra320 SCSI(420Ma のみ） 

Adaptec A に- 790 1A 

HostRAID driver 

Adaptec A に- 7901 -Ultra320 SCSI(420Ma 外） 

Adaptec AlC - 7901 

HostRAID driver 

Adaptec A に- 7902 - Ultra320 SCSI 

Adaptec AlC - 7902 

HostRAID driver 

Adaptec A に- 7902 巳- Ultra320 SCSI 

Adaptec A に-7902 B 

HostRAID driver 


下の手順では、選択するドライバが 「Adaptec A に-7901 HostRAID Driver 」 である場合を想定しています。 

手順中の 「Adaptec A に-7901 HostRAID Driver 」 の表記は、使用している機種に適合した Driver に読み替えて〈ださい。 






































13. [次へ]をクリックする。 


内ードウIアのを加ウィザード 


A — ドウエアをインストール奇るを任がでさました0 


インストールする/、ー ドウエア: 



Adaptec A に-7卵1 Host RAID driver 


巧し W 、 -朽:[アのインスト-ルを開賠するじは、じおへ]を州ックしてくださ U 



<戻るお） J ] ''…巧听微7' …1| _キサンセル」 


14. [続行]を選択する。 

ヒント 

[デジタル署名が見つかりませんでした]のウインドウが表示されることがあります。[はい]をクリックして〈ださい。 


A 


こ胤、ードウが： 

Adaptec AIC -7901 Host RAID driver 

をほ用するためにインストルしようとしているのトウ I アは、このバージョンの Win 
dows との互換 I ををが|正する Windows Ddf テストに合格していません。 

じのテストがを更で’ある巧ホ!） 

インストールを沒巧した場合、システムのれ巧が巧なねれた0、システム 
が不ぞちじなるなど、ま入な巧まそ引きをこ才を因となる可ををがあり 
ま才。今才ぐインストールを中断し、 Windows nil テストに合巧した y フ 
トウエアび入手巧をかどうか、 A —ドウエアペンターじ巧置されることを、 
Microsoft はな<わ伤めしま才。 


続巧に） 


1区ィっスト'こ顾巧： E の' 


15. [完了]をクリックする力、、再起動できる状態であればシステ厶のシャットダウンを実行する。 

シャットダウンは、手順11.で使用したディスクを取り出してから実行して〈ださい。 

ヒント 

Windows 2000 の場合、再起動の要求ウィンドウが表示されます。今すぐ再起動できる状態であれば、[はい]を選択して〈ださ 
し、。後で再起動を行う場合は、[いいえ]を選択して〈ださい。マイグレーションの処理は再起動後、継続します。 



16. RAID 1 を構築するためのハードディスクドライブ (コ ピー先)を取り付け、装置の電源を ON にする。 

























17. ド05下画面で1^>1下のメツセージが表示されたら、 < Ctrl > キーと < A > キーを同時に押して SCSI BIOS ユーテイ 
リティを起動する。 

Press < CTRL >< A > for SCS に elect ™ Utility ! 

ヒント 

SCSI BIOS での操作については、「ユーザーズガイド」の「ハードウエア編」一「ディスクアレイ BIOS - SCSI 
Select / HostRAID 」 の章を参照して〈ださい。 


18. マイグレーシヨンを行うチャネルを指定する 。 Adaptec SCSI Select Utility が表示されます。 

ヒント 

下図の 「 A に一9701 at slot 00 02:03:00」の表記は機種ごとに異なります。 SCSI が2チヤンネルある機種では、 


「 A に-7902 A at slot 00 02:03:00」 ，「 A に-7902 B at slot 00 02:03:01 」というように A チャンネルがチヤンネルの 2 つのチヤン 
ネルが表示されることがあります。このような場合は、マイグレーションを実施するハードディスクが接続されているチヤンネル 
を選択して〈ださい。 



19. に onfigure/View Scsi Cntroller Settings ] を選択する。 


Moapiec \ ごしご i ご elect 、 II ’レ / utility V4 . ク u ご Mipna 4 


- HlU-/yUl at slot UU, UZ: 版 ： UU - 

Would you like to conf i gure the SCi-I control le 广， or run the 
SCSI Disk Utilities? Select the option and press <Enter>. 


- Options - 

Configure/Uiew SCSI Controller Settings 
SCSI Disk Utilities 




















20. [ Configuration ] ボックスの [ HostRAIDl を [ Disable ] から [ Enable ] に変更する。 


SCS 巧 edict ( 干 M) > Util I tv v4.dOS fimha 4 



く A 广广 ows> move cursor, <tnte 广 / to select option, <Esc> to exit 二 default) 

fidaotec < SCSISel^t(TM) > Utility v 4.3 OS Aloha 4 





Adaptec 〈 SC 引 Select cm) > Utility v 4.3 OS Alpha 4 

- PIC-7901 at slot 00. 02:03:00 —- 

— Configuration - 

SCSI Bus Interface Definitions 


SCSI Control ler ID. 7 

SCSI Control ler Parity. Enabled 

SCSI Coot roller Termination. Enabled 

Additional Options 

Boot Device Configuration. Press <Enter> 

SCSI Device Configuration. Press <Enter> 

Advanced Conf i gurat i on. Press <Enter> 

Host RAID. Enabled 


く F6> - Reset to SCSI Controller Defaults 
「BIOS Information - 


Interrupt (IRQ) Channel.10 

I/O Port Addresses. 2400 h, 2000 h 


く A 广广 ows> move cursor, <Ente 广 > to select option, く Esc> to exit (* 二 default) 

















































21. く ESC > キーを押し 、 [Save Changes Mode ?] で [ Yes ] を選択する。 [ Options ] に [ Configure/View HostRAID 
Setti 口 as ] 力、追力□されます。 _ 



近 ]: ， <tnter> to select がの n. く Esc> 化 exit い二 defaults 


22. に onfigure/View HostRAID Settina ] を選択し、 [ Create ] を指定し 、 [Create RAID ] の画面を表示する。 




Adaptec < SCSIS^ctCm > Util itv v 4.306 fifpha 4 

- fiIC-7901 at slot 00, 02 ： 03：00 - 

Spare, Delete, Rebuild, Uerify, Bootable - 


D Type Uendor Product i>ize St at 


日 Hard Drive SEAGATE ST 373453 LC 73GB Free 

1 Hard Drive SEAGATE ST 373453 LC 73GB Free 































23. [Select RAID Type ] で [ RAID - 1 fault Tolerance )] を選択する。 


Adaptec < SUSISelect(TM> > Uti I itv v4 ._3QS A 反 ha 4 
AIC- 7901 at slot 00 ， 02:03:00 

- Create RAID - 

ID Uendor Product Size 


0 SEAGATE ST 373453 LC 73GB 

1 SEAGATE ST 373453 LC 73GB 


RAID 一 0 (High Performance. No Fault Tolerance) 
RfiID-1 (Fault Tolerance) 



= Mirroring Requirements = 
Min 2 drives, Max 2 drives. 


<firToyB> move corso 广 ，一く Ent^> accept opthon. <Esc> exit 


24. [ RAID -1: Select RAID members ] にてスぺースバーを押して、対象ハードディスクドライブを選択する。 

ヒント 

選択されたハードディスクドライブには X マークが表示されます。対象 Disk の指定が終了すると [RAID-1 Build Option ] の 
選択画面が表示されます。 















25.「 From 」 が起動ハードディスクドライ义 「 to 」 がハードディスクドライブ(コピー先）の ID となるメニューを選択 
する。 

チェック 

-ハードディスクドライブ(コピー先)にパーティション情報が存在すると選択後、警告メッセージが表示されます。 

■ コピー先の選択を誤った場合、復旧できません。十分に確認して〈ださい。 


Adaptec < SCSISelect(T 供 > Utility 乂んぷ 

CaIAA+ DOT 

= AIC- 7901 at slot 00, 

02 ： 03：00 

oeiect KHi 

D members 


ID 

Uendor Product 

Size 

0 

沈 AGATE ST 373453 LC 

73GB 

1 

SEAGATE ST 373453 LC 

73GB 

■ 

Create new RfiID-1 


が from {{)) to ( \) 
Copy from (1)to ( の 





26. [Assign RAID Name ] で RAID 1 の名称を指定する。指定した名称は HostRAID 管理ッール 「Adaptec 
Storage Manager - Browser Edition 」 より RAID を識別するために利用します。名称の指定後 、 [Do you 
want to make this array as bootable ] と表示された場合は [ Yes ] を選択します。この場合、 28 項での 
bootable の設定は必要ありません。 



<^pace> select dnves 

く A 广厂 ows>_move -Cur'S© 厂 .■ く Ente 厂ノ accmt _ODt ion. <Esc/ exit 
























27. マイグレーシヨンを実施するハードディスクにパーティシヨン情報やブートブロックがある場合図のようなメッ 
セージが表示されます。 「 Yes 」 を選択する。 


Adapt 死 <_SCSISd 5 ct(TM) > Util itv v4.3' 媒 Alpha ' 

- - AIC- 7901 at slot 00, 02:03:00 - 

Build RAID - 

ARRAY Name ： firray-1 - Mirrored 

ID Type 

0 Mirr 
1 Mirr 


I - Continue? - 1 



28. 「Create Array ?」 の確認メッセージが表示されますので、 「 Yes 」 を選択します。その後 、 「Are you sure 」 の確 
認メッセージが表示されますので、 「 Yes 」 を選択します。 [Driver Background Task Priority ] が表示される場 
合は、 Priority のどれを選択しても問題ありませんが [High - Build fastest , high CPU usage に選択します。 
その後、 Create が実行されます。 


The Tollowing drives contain a valid pa 广 tit ion 
table or boot block こ 

(ID ： 0) SEAGATE ST 373453 LC 
(ID ： 1)SEAGATE ST 373453 LC 
叫 hen a RAID array is created, this information 
will be destroyed. 



29 .「Build Completed 」 と表示されたら完了です。 

















30. 作成した Array を選択し、 Array の設定画面を表示します。 


Adaptec < SCSISeb ct CrnT > Utility v4.3w 

-—- RIC-7901 at slot 00. 02:03:00 

Create, Spare ， Delete, Rebuild, Uenfy, Bootable — 


ARRAY Name: Array-1-Mirrored 

ID Type Uendo 

0 Mirrored (Rl) MRXTOI 

1 Mirrored (Rl) MfiXTOI 



Uendo 广 

Product 

Size 

Statu; 

MAXTOR 

ATLAS 巧の _ 涨沈 A 

36GB 

Opt i m< 

MAXTOR 

fiTLfiS15K2_36SCfi 

36GB 

Opt i m; 


■i 


31.[ Bootable ] を指定し、 [ Option ] 画面が表示されますので 「Mark Boo ね ble 」 を選択する。23項で設定している 
場合は必要ありません。次へ進んで〈ださい。 [ Bootable ] のメニューが無い本休装置は設定する必要があり 


ませんので、次へ進んで〈ださい。 



32. 選択した Array の行頭に同のマークがついていることを確認します。 



BO Mirrored (Rl) 


ADAPTEC firray-1 


































33. 画面下のコマンドを参照しながら SCSI B に S ユーティリティを終了し、 Windows を起動する。ログオン後、 
ハードウ王アウィザードが起動されます。 

ヒント 

ハードウェアウィザードが起動されるまで、しばら〈時間がかかる事があります。 

34. [—覧または特定の場所からインストールする]を選択し、吹へ]をクリックする。 

ヒント 

Windows 2000の場合、ハードウエアウイザードの検索開始のウインドウで [次へ] をクリックしまず。 



35. [検索しないで、インストールするドライバを選択する]を選択して、[次へ]をクリックする。[デバイスドライバ 
の選択]ウインドウが表示され 、 [Adaptec A に-7901 HostRAID driver ] が表示されます。 

ヒント 

Windows 2000の場合、 [ハードウ エアデバイスドライバのインストール]ウインドウでにのデバイスの既知のドライバを表示して、 
その一覧から選択する]を選択して〈ださい。 


巧し川トドウ王アのが化ウィサー 


巧まとインストールのオブシヨシモ S んでください。 


广みの巧所でを通のドライ"をおまするを） 

下のわックボックスをほって、リムーバカレメディアや□一カルバスからおまできます。おまされたを適のドラ 
ィバがィンストルされます。 

F リムーバカレブディア（フロッピー、 CD-ROM など）を檢ま(凹） 

厂みの場所を香める(な)： 

| D ザ MNNT^OEMFDVDOTNEnFm ▼( を昭岐 I 

f おましねいで、インスト-ルおドライバを蠻戦！體 i 

一爲がらドライバを遥巧するには、このオプションを遇 U ます。遇巧されたドライバは、 A - ドウ王アじ最通のらの 
と(滿りません。 



く戻る(目）」みへ(ぶ> ] _キャンむレ」 


36. [次へ] をクリックする。 [ハードウ エアのインストール開始]ウインドウが表示されます。 









































37. [続行]をクリックする。 

ヒント 


Windows 2000の場合、[デバイスドライバのインストール開始]ウインドウが表示されるので、 [次へ] をクリックします。 
ヒント 


続いて、[デジタル署名が見つかりませんでした]のウィンドウが表示されるので、[はい]を選択します。 


/トドウ I アのインストール 


A 


この A - ドウ巧： 

Adaptec AIC -7901 Host RAID driver 


をほ用するためじインストルしようとしているソフトウ I 刊ま、このバージョンの Win 
dows との互巧 I 性をな誌する Windows Ddf テストに合格していません。 

にのテストがを里で’ある 巧 由） 

イシストールを沒巧した場合、システムのめ巧が巧ねねれた0、システム 
びすちちにねるねど、を入ね巧まを引き€こすま因とねる可定をがあ0 
ます。今すぐイシストールをや巧し、 Windows □：! テストに合巧したリフ 
トウ J アび入キ巧吿かどうか、/、ードウエアペンターに！ i 贾されることを、 
Microsoft a 巧くわ巧めします。 


続行を） I [朽スト'二化の巧化職！] 


[ディスク挿入]のウインドウが表示されます。 


38. 手順11.で使用した媒体をセットして [ OK ] をクリックする。惭しいハードウ エアの 検索ウイザードの完了]ウイン 
ドウが表示されます。 




39. 院了]をクリックする。その後、再度ハードウエアウィザードが起動さる場合があります。その場合は、次へ進 
んで〈ださい。 

ヒント 

Windows 2000の場合、再起動の要求ウィンドウが表示される場合があります。この場合、[し、いえ]を選択して〈ださい。 































40. [—覧または特定の場所からインストールする]を選択し、[次へ]をクリックする。 

ヒント 

Windows 2000の場合、ハードウエアウイザードの検索開始のウインドウで [ 次へ ] をクリックします。 



41. [検索しないで、インストールするドライバを選択する]を選択して、[次へ]をクリックします。 

ヒント 

Windows 2000の場合、 [ハードウ エアデバイスドライバのインストール]ウインドウでにのデバイスの既知のドライバを表示して、 
その一覧から選択する]を選択して〈ださい。 



42. [システ厶デバイス]を選択し、 [次へ] をクリックします。 

ヒント 

Windows 2000の場合、 [ハードウ エアの種類]の[システムデバイスに選択して〈ださい。 



































43. [ディスク使用]をクリックします。 

ヒント 


Windows 2000の場合、[デバイスドライバの選択]の[ディスク使用]を選択して〈ださい。 


巧し川トドウエアの巧化ウィサード 


この A — ドウIアのためにインストールするデバイスドライバモ适巧してくだな、。 





^^^5^11^ス§?»^^^^^^]を如ックしてく微んィンストルするドラィバのデ 



モ T ル 


: V ACPI Fixed Feature ボタン 
載 AC 門 Lid 
夕 ACPI スリ-プボ奴 
每 AC 門ファン 


巧 


ジ このドライバはデジタル是名されています。 
ドライパのぎをがを里む巧由 


d 

ディスク使用(ぶ…」 


<戻るお）」ホへ(が> ] _キャンむレ」 


44. [製造元の ファイルのコピー 元]に ドライバの 格納 フォルダを 指定して [ OK ] をクリック します。 モデルの一 覧が 
表示されます。 

ヒント 

ドライバの格納フォルダは手順11.で使用した媒体を指定して〈ださい。 


フ日タピーディスクからインストール 


ぶ 誠!!激 

キャン t ル J 


製适元のファイルの〕 tf 一元に》： 

P 3 き賜を )…I 


45. [次へ]をクリックする。[ハードウエアのインストール開始]ウイザードが表示されます。 









































46. [はい]を選択する。 

ヒント 

Windows 2000の場合、[デジタル署名が見つかりませんでした]のウインドウが表示されます。[はい]をクリックして〈ださい。 



47. [完了]をクリックします。再起動の要求ウィンドウが表示されますので、[はい]を選択します。 

ヒント 

再起動の要求ウィンドウが表示されるまで、しばら〈時間がかかることがあります。 



48. 再起動後、「スタート」メニューから「すベてのプログラ厶」一「管理ツール」一「コンピュータの管理」を起動す 
る。 

ヒント 

Windows 2000の場合、「スタート」メニューから「プログラム」一「管理ツール」一「コンピュータの管理」を起動します 
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49. 「デバイスマネージヤ」から「 ！ 」が付いている 「Adaptec A に-7901 HostRAID driver 」 を選択する。 



懼巧したデバイスのドライ"を肖り除します。 r 

50. く〇61616>キーを押す。確認メッセージが表示されます。 

51. [ OK ] をクリックする。 



52. ドライバが削除されたことを確認する。 



1^>1上でマイグレーションの手順は終了です。 











































